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血管内膜肥厚制御の基礎と臨床 
静脈グラフト内膜肥厚の臨床像―スタチン投与は有効か？
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●総説● 第５１回総会シンポジウム２血管内膜肥厚制御の基礎と臨床

やがてグラフトを狭窄に至らしめるまで内膜の肥厚が進

行性に続くものが本稿で問題としている病的な進行性

旧である。

静脈グラフト移植後にＩＨが起こることが100年以上

前に報告されて以降，臨床における静脈グラフトの閉塞

原因について多くの報告がなされ,ＩＨが静脈グラフト狭

窄ないし閉塞の主因であることが，４０年以上前から知ら

れていた3,4)。教室でも，３０年ほど前から臨床例でのＩＨ

について検討を続けているが，562本のソケイ靭帯以下

末梢へのバイパスグラフトの追跡調査の結果，バイパス

術後２年までの問に約30％の一次開存率の低下があ

り，その閉塞原因の約80％がIＨによる進行性のグラフ

ト狭窄であった(Fig.1)5,6)。すなわち，もし，このＩＨが

解決されれば，グラフトの一次開存率のカーブは全体に

約20％分持ち上がることになり，いかにこのＩＨの解決

が重要であるかがうかがえる。Reversedveingraftの閉

塞原因を臨床的に検討した米国での前向き観察研究で

は，閉塞原因不明のものを含め15％のＩＨによると思わ

れるグラフト閉塞を認めており，また，静脈グラフトの

岐新の大規模前向き研究である米国での臨床試験PRE‐

VENTIIIでも，テクニカルエラーによらない１年以内の

静脈グラフト閉塞が25.2％であったと報告されているの

をみても，静脈グラフト移植後のＩＨによるグラフト不全

は１５～25％に発生すると考えて良いようである4,7,8)。一

方，ＩＨを発生しなかった静脈グラフトは，術後10～2０
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静脈グラフ1､内膜肥厚の臨床像一スタチン投与は有効か？
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要旨：自家静脈グラフトの内膜肥厚(IH)は，分子生物学が進歩した現代においても未だ解決で

きない臨床上の重要課題である。本稿では，なぜ,､長年にわたってＩＨが解決できないのかその

病態の複雑さを考察するとともに，近年，抗炎症作用や内皮細胞機能改善作用などの多面的作用

で注目されているスタチンのIＨに対する効果の可能性について，われわれの施設の成績を含め

て概説する。 （JJpnCoUAngiol,2011,51:427-431）

静脈グラフト不全の主因は内膜肥厚である

静脈は動脈系に移植されると，shearstressやcyclic

strainなどの血行力学的変化に適応するために内膜を肥

厚させるarterializationが起こるが，その変化によって血

行力学的に至適なサイズに収まり，かつ，内皮細胞が再

生してその機能をInl復すれば内膜の肥厚はある時点で止

まると考えられている''2'。しかし，一部の症例のグラフ

トの一部分において，その内膜の肥厚がストップせずに

OnlinepublicationDecember27,２０１１

2011年９月１３日受理

静脈グラフトにおける内膜肥厚(IH)は，長年にわたる

莫大な研究がなされてきたにもかかわらず，未解決の問

題である。糖尿病や末期腎不全患者の増加が食い止め

られない現代において，血管病は社会問題となってお

り，肢や生命を脅かされたり，たとえバイパスや血管内

治療などの血行再建で血行を回復しても，またいつ虚血

症状を再発するか不安を抱きながら生活している患者も

少なくない。Ⅲ解決は，静脈グラフトの長期にわたるさ

らなる高い信頼‘性の確立に繋がるのみにとどまらず，血

管内治療後の再狭窄対策にも発展する喫緊の課題であ

る。本稿では，これまでのＩＨ研究の歴史を簡単に紹介

し，なぜ長年にわたって解決できないのかその背餓を考

察するとともに，最近報告が増加しているスタチンのⅢ

予防効果について検討した。
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